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アセトン

CH3COCH3 
[CAS N 0.67 -64圃1]

尿中アセトン濃度 40 mgll 
試料採取時期:作業終了前2時間以内

1. 別名:ジメチルケトン ， メチルアセチル， 2ープロ
ノtノン

2. 用途:樹脂の製造， 医薬の原料 ， 塗料の溶剤や洗浄
用溶剤として用いられている. また化学工業原料として
有用である.
3. 物理・化学的性質1).無色流動性液体， 分子量 58.08，
比重0.788(25 OC) ， 屈折率1.3591(20 OC) ， 融点- 94 oc， 
沸点560C ， 蒸気圧24.5(kPa) ， 水， 各種溶剤に可溶，
引火点- 20 oc， 発火点465 OC ， 爆発限界2.1から13%，
常温で引火性の蒸気を発散し容易に引火する.
4. 吸収・代謝・排池2).作業現場における労働者の主
な吸収経路は経気道であるが ， 一部経皮吸収も考えられ
る. 吸収されたアセトンの多くは未変化の まま呼気に排
准されるが少量は二酸化炭素に代謝される. また ， その
一部のアセトンは代謝されずに未反応の まま尿中に排推
される. 尿中へのアセトンの排池は約3%である3)
5. 尿中アセトンと曝露濃度との関係:アセトンに曝露
されると未反応のアセトンが尿中に排池されることが知
られている. 尿中アセトン濃度は ， 曝露とともに上昇す
ることが報告されている. このことから尿中アセトンの
測定はアセトンの曝露指標としての有用性が指摘されて
いる. 表1 には尿中アセトンとアセトン曝露濃度との関
係を示した. Fujinoら6)はアセトン単一溶剤曝露時の
尿中アセトンとの関係を示している. 他の報告はスチレ
ンやヘキサンとの混合曝露である. Fujinoらはアセト
ン曝露の最高濃度 1，212ppmで ， 他はTWA 200ppm以
下の報告である. いずれの報告も ， 尿中アセトンとアセ
トン曝露濃度との相関は有意 な相関(0.72 から 0.98) が
見られている. Kawaiら3，5)， 田淵ら4)，Mizu numa ら8)
は尿の濃淡の影響を見るために尿比重， クレアチニン補
正を行い， 尿中アセトンとアセトン曝露濃度との関連を
調べているが， 相関係数は実測値(非補正値) と比べて
改善が見られていない. 実測値の回帰式からアセトン

TWA 200ppm値の尿中アセトンを計算し， 単純に平均

131 

すると(N = 6) ， TWA 200ppmのアセトン曝露を受け
た場合の作業終了時における尿中アセトン(スポット尿)
濃度は約41mgll (標準偏差22.4mgll) とな る. 冷蔵
保存後の尿アセトン分析値を平均すると(N = 3) 42 
mgll， 冷凍保存後を平均すると(N = 2) 51 mgllとな
る. Kumagai ら9，10)はファルマコキネテイクスモデル
に基づくシュミレーションを用いて， アセトン曝露濃度
と血液，尿 ，呼気中のアセトン濃度の関係を明らかにし，
また労働強度との関係についても考慮し，TWA 200 

ppmのアセトン曝露を受けた場合の作業終了時の尿中
アセトン濃度を 19.6 から37.1mgllとしている. な お，
モデルとなった作業はFRP作業場である.
6. 非曝露作業者の尿中アセトン濃度:職業的に溶剤の
曝露を受けなく ても尿中にアセトンが排植される. 平島
ら11)は職業的に有機溶剤を取り扱っていない健康な男
子 74名のスポット尿について， 実測値の幾何平均値
0.27 mgll， 95 % 上 限 値 1.26mgllと 報 告 し て い る .
Wang ら12)は 49名男子で幾何平均値 0.508mgll， 95 % 
上限値 2.206mgllと報告している.
7. アセトン以外の溶剤の影響:イソプロピルアルコー
ル ， 2・ブロモプロパン などの溶剤の曝露指標として尿中

アセトンが測定されている13，14) このことはアセトン
曝露に対する尿中アセトンを曝露指標として用いる場合
これらの溶剤が混合されている場合や， その他の化学 物
質についても代謝されてアセトンにな る場合があるので
注意が必要である.
8. 生体試料の採取時期および測定方法:生体試料の採
取時期は作業終了時に高値となる9，10) 採取後は直ちに
密閉容器に保存 し ， 冷蔵し， 短時間内に分析することが
望ましい. アセトンの凝固点は尿の凝固点(OOC) より
も低く一般の冷凍器(OOC) では凝固しない. すなわち
解凍時 ， 凝固温度の異なりからアセトンは尿上部層に存
在し， 分析の ための定量採取時に蒸発， 高濃度 試料の採
取 となり得る. 尿中アセトンの分析方法はダイレクト注
入・ ガスクロマトグラフ法11) ヘッドスペース・ ガス

クロマトグラフ法14)や高速液体クロマト法15)によ る
分析方法がある.
9. 生物学的許容値の提案:アセトン曝露に対する生物
学的許容値として ， 尿中アセトン40mgll (採取時期作
業終了前2時間以内) . なお， この値を用いるに当たっ
ては ， 作業者の曝露溶剤にアセトンに代謝される溶剤が
ないことを確認することが必要である.

参照 ACGIH (1999) 16)の TWA は 500ppm， BEI 

は 50mgll (採取時期作業終了時)
DFG (1996) 17)のMAKは500ppm， BAT 

は 80mgll (採取時期作業終了時)
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表1. 尿中アセトンと曝露濃度の関係

項目 回帰式 相関係数 参考文献
1 ) 実測値 Y = 0.40X + 0.1 0 0.9 Kawai， 199 03) 

尿比重 Y = 0.21 X + 0.20 0.89 
クレアチニン Y = 0.35X + 0.35 0.81 

2) 実測値 Y = 0. 082 X + 0. 549 0.911 田i期ら， 199 4心
クレアチニン Y = 0. 0 47 X + 3.20 6 0.837 

3 ) 実測値 Y = 0.20X + 0.20 0.83 Kawaiら， 19925) 

尿比重 Y = 0.12X + 0 .56 0.72 
クレアチニン Y = 0.1 5X + 0.51 0.7 5  

4 ) 実測値 Y = O.lX + 1. 61 0.71 Fujinoら， 19926) 

5 )実測値 Y = 0.22X + 2. 4 0.98 河合199 07)

6 ) 実測値 Y = 0.201 X + 0.322 0.911 Mizunumaら， 19938) 

尿比重 Y=0.1 55X +0.1 64 0.873 
クレアチニン Y = O.l71X + 0.099 0.8 61 

y : 尿中アセトン濃度 X : アセトン曝露濃度 (単位 ppm)
尿比重は尿比重1.01 6で補正(単位mgll)
クレアチニンは尿中クレアチニンで補正(単位mg/g cr. ) 

実測値(単位mgll)

項目 TWA 200 ppmに対応
する尿中アセトン

1 ) 実測値 8 0.1 0  mgll 
尿比重 42.20 mgll 
クレアチニン 7 0.35 mgl g cr. 

2) 実測値 1 6.9 5 mgll 
クレアチニン 12.61 mgl g cr. 

3 ) 実測値 40.20 mgll 
尿比重 24. 56 mgll 
クレアチニン 3 0. 5 1 mgl g cr. 

4 ) 実測値 21. 61 mgll 

5 ) 実測値 46 .4 mgll 

6 ) 実測値 40. 52 mgll 
尿比重 31.1 64 mgll 
クレアチニン 3 4.299 mgl g cr. 
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結晶質シリカ

発がん物質分類 第1群

1. IARCによ る発がん分類評価の要約
International Agency for Research on Cancer 

(IARC)は， 従来， 結品質シリカの発がん分 類を

Group2A (おそらく発がん性があるprobably carcino­
genic to humans)とじていた1)が， 1997年出版の
monographにおいてGroup 1 (発がん物質carcinogenic
to humans)へ評価を改訂した2) すなわち， 発がん性
評価において， r石英またはクリストパライトとして結
晶質シリカが職業曝露により吸入された場合， ヒトに対
して 発がん性がある(ただし 非品質シ リカ は Group 3 

(発がん性が分類できない))j， と結論した. このうち，

ヒトに関する知見として， 石英またはクリストパライト
として結晶質シリカが職業曝露により吸入された場合の
発がん性について「十分な証拠(sufficient evidence) 
があるj， と評価している.

IARCによる評価の方法は， シリカ曝露による発がん

性評価のために検討した疫学研究について， 調査対象の

特性別に5つのカテゴリー(うち4業種群， 1珪肺症群)
に分類した上で， 各 カテゴ リ ー の 中で個 々 の研究評価 と

カテゴリ}としての要約を行い， さらに， 疫学研究全体

について総括的に評価する， というものである. 調査対

象の特性に基づく5カテゴリーとは(1)鉱石採掘Ore

mining， (2)採石および花筒岩作業Quarries and gran­
ite works， (3)セラミックス ・ 陶器・耐火レンガ・ 珪
藻土産業Ceramics， pottery， refractory brick and 

diatomaceous earth industries， (4) 鋳物労 働 者
Foundry workers， および(5)珪肺症者Silicotics， で
ある.

IARCワーキンググループ(以下WG)が採用したカ

テ ゴリ}別の研究分類法は， これまでの研究実績 を 反映
した合理的なものであり， 今後， 評価を蓄積していく上

でも有用と考えられるため， 本提案理由でも従うことと

する. この 中 でWG が最終的に 妥 当 性の 高い調査研究
(具体的には交絡因子が最も少ないことを指している)

として重視した10の研究に対応する 25編の論文(以下

「キー論文j)3-27)と主要知見を表にまとめた. さらに
WGによる各 カ テゴリ ー別の要約および総括を r j内


